




























て深いつながりをもっていたことが知られる。これは一般庶民はもとより、戦国大名や有力武将の行動範囲も示す のである。すなわち、白山麓という国境が複雑 入 組んだ地域は、生活基盤や権力の側面からするとたえず流動的であり、様々な階層が行き来してい のであった。それに伴 、支配領域変遷していくのである　
これまで、 『福井県史』通史編二中世・同









































































































































































































































































































くとも、 敵対していたこと 示す史料はない。また、飛驒国の内ヶ嶋氏 ・ 照蓮寺との関係も、不明である。当該期の史料から、 朝倉義景は、対加賀一揆戦に専念していたものと判断される。　
白山を取り巻く、越前国・美濃国・飛驒国


































































































































































































































鏡は、 石徹白長澄と友好関係にあっ 。ま 、郡職の祝いの鳥目 十疋の礼状を桜井福千世



























 先日者、 以飛脚申候キ、 定而可有参著候、仍而石徹白［
　　
］平泉寺へ此中通路在




























































































































































































































































































































を能美郡・石河郡と使い分けている 、こは、あくまで相論を優位に進める方便の一つにすぎず、どちらでもかまわないことであった。ここに、 両村の主体的対応が注目される。その脈略で、平泉寺との距離をおくために、東本願寺による認識 巧みに利用して、越前国大野郡とは現実的に異なることを主張しているのである。　
牛首・風嵐村が白山の氏子であることと、
東本願寺の門徒 ことは、矛盾し い。









































厳」と略す（ 『白鳥町史』史料編古記録、 以下、 『白鳥』史と略す。 ）




中世一、以下、 『岐阜』史 。 ）
（６） 経典奥書
　
寿楽寺 「大般若波羅密多経」 （ 『岐阜』
史二） 、 「天文日記」天文八年一〇月一九日、一〇月二一日、一〇月三〇 、一一月一二日、一 月一四日条（ 『真宗史料集成』第三巻）























二〇〇四年） 、太田光俊氏は、本願寺・照蓮寺と内ヶ嶋氏は共闘関係にあったとしている。 （註 （８）太田前掲論文）
（⓯） 「寶幢坊文書」九号 『岐阜』史一）（⓰） 「寶幢坊文書」一〇号（⓱） 「経聞坊文書」五〇号（ 『岐阜』史 ）（⓲） 「天文日記」天文八年八月三日条、 『新訂寛政
重修諸家譜』第九、 「慶隆御一世聞書」 ・ 「秘聞郡上古日記」 （ 『郡上八幡町史』史料編一）
（⓳） 『新編白川村史』上巻Ｐ二九四では、内ヶ嶋氏











































（㉔） 「経聞坊文書」二七号（㉕） 「経聞坊文書」二八号、 「寶幢坊文書」
　　　
一五号
（㉖） 「荘厳」（㉗）前註（⓾）参照（㉘） 「鷲見榮造氏所蔵文書」四 ・ 五号、 「小島明二氏
所蔵文書」一 ・ 二号（ 『岐阜』史一）



















































































（） 「桜井文書」一六 ・ 一七 ・ 一八 ・ 二一号（） 「桜井文書」一九号、 石徹白文書」五四号（） 「斎藤甚右衛門家文書」一号、 「 山神社文書」
一号（ 『福井』資七） 、 「朝倉始末記」
（）註 、 「桜井文書」二二号（） 「石徹白文書」四三号、理乗が下間頼照である
ことは、 谷下 夢氏が立証している。 （谷下一夢 「本願寺の坊官下間氏について」 『龍谷学報』 三二一号、一九三八年、同『増補真宗史の諸研究』同朋舎、一九七七年に所収）
（） 「石徹白徳郎家文書 補遺） 」一 ・ 二号（） 「桜井文書」一九号（） 『金沢市史』資料篇二
　
五四六号、 「経聞坊文書」
三二号、 「安養寺文書」四 ・ 一九 ・ 二〇号、 「小島明二氏所蔵文書」一号（ 『岐阜』史一） 、 「遠藤記」
（） 「朝倉始末記」（） 『信長公記』巻八（）宝幢寺文書 長滝寺真鏡正編」 （ 『白鳥』史一
　
古記録） 、 「遠藤記」











（） 「石徹白文書」 一号 （石徹白平左衛門氏所蔵
　『岐
阜』史一）









わる裁定をしたとしても不自然ではな 。 しかし、長近の白山への関与が顕著になるのは、天正 三年（一五八五）以降である。
（） 「宇野主水日記」天正一三年八月上旬・一〇月
一五日の次の条（ 『真宗史料集成』第三巻）









































二〇 ・二一号、 「長瀧寺文書」九号、 「若宮成光氏所蔵文書」五号（ 『岐阜』史一） 、 『美濃国長瀧寺史料』九 号
（） 「安養寺文書」四 ・ 一九 ・ 二〇号（ 『岐阜』史一） 、
















（）註（） 、 『平泉寺文書』二一七号、 「桜井家文書」










（） 『平泉寺文書』一〇二号（） 「白山一巻留書」 （ 『白峰村史』下巻
　『平泉
寺文書』一五〇 ・ 一五五号
（） 『平泉寺文書』 六〇 ・ 一六六号（） 藤木久志 『戦国の作法』
　
Ｐ二二三～二四四 （平
凡社、一九八七年） 、中野豈任『祝儀・吉書・呪符』Ｐ二四五～二五三（吉川弘文館、 一九八八年） 、峰岸純夫「戦国時代の制札」 （ 『古文書の語る日本史』五戦国・織豊、筑摩書房、一九八九年） 、木越隆三『織豊期検地と石高の研究』
　
Ｐ五〇（桂
書房、 二〇〇〇年） 、 拙著『北陸の戦国時代と一揆』第一部第三章（高志書院、二〇一二年）
『??????』（?????????）
